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近年では矯正治療をしている子どもが増えてお

り、子どもの矯正治療は珍しいものではなくな

っています。矯正治療をしている子どもが増え

ているのは、お口に対する意識が向上している

こともありますが、歯並びに問題がある子ども

の割合が増えている結果でもあります。現代の

子どもは、歯が大きく顎が小さいことが特徴と

なっており、自然に歯がきれいに並ぶことが少

ないのです。矯正装置も昔と比べて目立ちにく

矯正治療をしている子どもが増えている 

いものが増えています。そのため矯正治療を嫌

がらない子どもが増えていると考えられるでし

ょう。子どものうちに矯正治療を始めると顎の

成長を利用した治療が可能です。歯並びや噛み

合わせが気になる場合は早めに歯科医院を受診

しましょう。 

洋食中心の食生活をしている女性に比べて、和食中心の食生活をして

いる女性の方が脳の萎縮が少ないことが国内で行われている老化の疫

学研究で明らかになりました。 

研究では、脳容積の年間変化率と食事のパターンの関係を、年齢、BMI

（体格指数）、病歴、生活習慣などを考慮して分析しており、和食群

の女性の脳では、全灰白質の萎縮が年間に0.145％少ないことが明ら

かになったのです。 

男性の場合は、食事パターンと脳萎縮の変化率の間に有意な関係は見

られなかったという結果も出ています。 

和食中心の食生活をしている女性は脳の萎縮が少ない？ 
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ワイヤー矯正とマウスピース矯正どっちがいいの？ 

オリンピック開催国の選手村にはさまざまな病院が設備されています。 

その中でも1 番受診数が多いのは歯科なのです。病院を受診する半数以上の選手が歯科医

院を訪れるため、1998 年の長野オリンピックでは、歯科医の数を他の医師の倍にするよ

う国際オリンピック医事委員会から指示が出たくらいです。 

スポーツ選手にとって最大の力を発揮するためには、正しい位置で食いしばれる歯並びや

噛み合わせがとても重要です。 

そのため最近では矯正装置をつけたアスリートをよく見かけるようになりました。 

今後もまだまだ歯を意識するアスリートが増えてくるでしょう。 

それぞれメリット・デメリットを比較してみまし

ょう。ワイヤー矯正は、歯の表面にブラケットと

呼ばれる装置を接着しワイヤーを通すもの。マウ

スピース矯正は、取り外しが可能なマウスピース

を1日20時間以上装着するもの。 

【ワイヤー矯正のメリット】 

・多くの症例に対応可能 

・治療実績が豊富な治療法 

・舌側矯正やクリアブラケット矯正など選択肢が

豊富 

【ワイヤー矯正のデメリット】 

・装置が固定式のため歯磨きが難しい 

・痛みや違和感を感じやすい 

・必要に応じて簡単に装置を取り外せない 

【マウスピース矯正のメリット】 

・透明なマウスピースを使用するため装置が目立

ちにくい 

・必要に応じて自分で装置を外せる 

・お口の中も装置も清潔に保ちやすい 

・痛みや違和感が少ない 

・金属アレルギーの心配不要 

【マウスピース矯正のデメリット】 

・装置の装着時間を自分で管理しなければならな

い 

・ワイヤー矯正に比べて適応症例が少ない 

・装置をつけたまま飲食できない 

・装置の管理が大変 

オリンピックでも歯が重要視されている 
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